
00000.,20040060080010001.2001.40016001600

松下兼次＊・米倉豊彦＊

ＴＩＩＥＲＥＳＵＬＴＯＦＷ]皿､ＪＤＴＵＮＮＥＩ』ＴＥＳＴ

KenjiMATSUSHITA,ToyohikoYONEKURA

Theauthorsofthispaperperformedmeasurementofdistributionofwindspeedsandatur‐

bulencefactorofwindatthespoutingoutletoftheopentypewindtunnelinstalledinthelabo‐

ratoryofhydraulics，EngineeringFaculty，KagoshimaUniversity，andobtainedtheresnltas
fbllows：一

Ｔｈｅｗｉｎｄｔｕｎｎｅｌｕｓｅｄｆｂｒｔｅｓｔｈａｓｉｔｓｌｅｎｇｔｈｏｆ６,O00mmwiththespoutingoutletcarrying

thespoutingoutletwithacaliberof500×500ｍｍ，１０ｐ､ｓ･motorandanaxis-wiseairblower・
Itwasoperatedundertestingattheｗｉｎｄｓｐｅｅｄｏｆ４－２９ｍ/sattheoutlet・
Theturbulencefactorrevｅａｌｅｄｔｏｂｅｌ､20,whilethedistributionofwindspeedswasfound

nearlyreasonable，
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の風速，風量，風洞最大部風圧および送風機出口の風

圧等の関係を示すと第２図のようになる．
Ⅱ、緒言

水力実験室に設備された開放型風洞について，吹出

口の風速分布，および乱れ係数を測定したので，その

試験結果について報告する．

風洞の形状は次のとおりである（第１図参照)．

全長6,000ｍｍ最大巾1,200ｍｍ

吸込口径７５０仏ｍｍ

吹出口径500ｍｍ×500ｍｍ

電動機馬力１０ｐ､s・

’1．測定方法iおよび結果

１．本風洞はベルト伝導によって軸流送風機を運転

し，Ｖ､Ｓ・カップリング（安川電機製）を用いて２００

～1750r､p､ｍの範囲で定速運転が可能である．

吹出口中心部においてピトー管を用いて風速を測定

し，それから吹出風量を求めて，回転数を変えた場合
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風 洞試験結果について

第１図風洞縦断面

第２図
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測定は送風機回転数を700,1000,1300,1600r・ｐｍ

一定として行ない，その結果は第４図（a,ｂ,ｃおよ

びｄ）に示す．

外部電源の変動による送風機回転数の変動は，実測

の結果±１％以下に調節される．

図においては，中心部風速に対する割合を百分率で

表わしてある．

３．風洞内の流れは一般に乱流であるので，その乱

れの度合を表わすために乱れ係数を用いる．

乱れ係数は，その流れにおける球の臨界レイノルズ

数と大気中で乱れのないときの臨界レイノルズ数との

比で表わされる')．レイノルズ数Ｒを

Ｒ＝空．
ソ

但し，α：球の直径，〃：空気の動粘性係数,〃：流速

とすれば，大気中で乱れのない場合の値は

Ｒ正ノー3.85×105

7２

第５図風洞乱れ測定球

で，流れの臨界レイノルズ数をＲＸとすれば，乱れ係

数（TurbulenceFactor）

顕鳳はｍＲ=筈で表わされる
流れの臨界レイノルズ数は，球の前方岐点とそれか

ら測って球の後方'='575｡の点の圧力差が,L22;沙，
(β：空気密度,〃：流れの速度）であるときのレイノル

ズ数であることが実験的に求められているから')2)，

第５図に示す測定球を用いて臨界レイノルズ数ＲＫを

求めた．

２．風速分布は吹出口において，第４図（a,ｂ,ｃお

よびｄ）に示すように，２５個所の等分点において,正

しくピトー管の方向を調節し，ゲッチンゲン型マノメ

ーターを用いて測定した．

測定装置は第３図に示す．

館４図回転数を変えた場合の吹出口における風速分布

１３千－１畔

４．測定用球

試験に用いた球は中空軽合金鋳造で，出来得る限り

精密に直径200ｍｍに仕上げて滑かに磨き上げ，な

お表面を保誰するため，塗装被膜をかけたものであ

る．球の内部には補強のため，４枚の力骨があって，

これから力骨の集る一端には支惇をねぢ込むための螺

糸孔のある殻がある．

仕上の精度を検するには，任意の個所で球の直径を

測定したがその最大誤差は＋0.2ｍｍであった．

球の吊り方は第３図に示すとおり直接球体を支えな

いで球の後方に出ている中空の測定用支禅を固定し，

なお球の震動を防ぐために，0.5ｍｍのピアノ線で固

定して測定した．

測定位置は第３図に示す．
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､第３図風洞吹出口風速分布および

風洞乱れ測定装置
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鹿児島大学工学部研究報告第２号

ｃ、１３００ｒ・p．ｍ．ｄ、１６００ｒ･ｐ．ｍ．

(中心部風速21.97ｍ/s）（中心部風速27.33ｍ/s）

る風速分布（数字は中心部を100％とする）
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風洞胴体に設けられた前後２個所の測定点の圧力差

を傾斜マノメーターを用いてはかり,吹出口より20ｃｍ

外部で，吹出口中心に相当する点の動圧をピトー管を

用いてゲッチンゲン型マノメーターで同時に測定し

た．次にピトー管を取付けた位置に測定球をおいて，

傾斜マノメーターと同時に球前後の圧力差を測定し

た．そうして球前後の圧力差とその時の風速との関係

を求めた．その結果は第６図に示す．

ｍ・結び

１．風速分布測定結果は大体良好で吹出口周辺に若

干不均等の部分も見うけられるが，内部構造等に起因

するものと思われる．

２．普通風洞で臨界レイノルズ数は3.0～3.3×105位

で，したがって本風洞の値は妥当なものと思われる．

３．測定球の大きさは，風洞出口の大小および風洞

の形状等に関係があり，従来の試験3)では，球と吹出

口の大きさの比は0.1～0.25位の範囲で行なわれ，吹

出口面より球までの距離も吹出ロの大きさとその距離

の比が0.2～0.7位の範囲で測定されているので，試験

に用いた球の直径は200ｍｍとし,吹出口面より球前

面までの距離は200ｍｍにとり測定した．

本試験は機械工学科４年次学生高塚浄，富宿明生，

吉槌禎一３君の協力を得て行ったもので，ここに記し

て感謝の意を表する．

/､８

測定結果より風速を求め，計算によりＲＫを求める

とＲＫ＝3.20×105皿Ｒ＝1.20となる．
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第６図風洞乱れ測定

４Ｐ

図の点線は扉='22なる線を示す
但し,４Ｐ：球の前方および後方に伽く
圧力差,ｖ：風洞風速,β：空気密度
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